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地質調査欝、翔報　（塘ヱ5巻第誉暑）

難　災欝灘愈の要懲

　荊記坑潟付近の地質は地層の配列，岩署性状，地質構

造などの観、・、獄から特殊な地質環境，すなわち坑口開さく

．敵，当初よ！）致命的な欠陥が潜在していた地質条件にあ

つたものとは思われない．しかし不安定な軟弱地盤を形

成した葱、思考毒れる要鶴とレて，

　紛　地層の鳳化著しく粘穣繕（特に上盤の含レンズ状

砂罎・チヤート粘板岩）は苓墨化竃、，上・下盤の砂器も

糖嶺となi），ともに含水性総嘗み，硬軟岩質の細互層は

応々にして軟質岩ズこの場合粘板旛）が滑材の役馨をな

した．

　鋤　災害発召、三数蕪前か軽の異常続近い降雨量（餌三iに

・籍通隆／，｛碁鍛こi欝難m）　で浸透水は飽和状態に達L，

地1韓の滑動を促進する条響となつた．

　　　　　　　　戴　結　　籍

エンドレス鯵道（燃撒坑）東坑1ごi付近における地質

は二まご木地質の観、転から重大な欠陥は認められなかつた

が，繭項の要因に加え，坑韓近くに捲立未了区閥の空白

地帯を残していたことは，地圧の不均衡グ）湯を作つた結

果となつた。結果的には坑口からの捲立施エがさらに奥

行数燃，すなわち含レンズ状砂岩・チヤート粘板岩の上

盤をなす砂蛙｝中に濠で延長されていたならば，たとえ崩

落の危険性が潜在レていたであろうとも，時問的に猶予

があ鈴，廉た崩落の規模においても希望的観察が推測き

れる．

　今後は，発生した地表陥没地の拡大ととも轍樹辺の全

面的な痴澗へ娚靴ゆヂ）危険性が考察されるから，崩落

箇所の捲立施工後は緊急に坑目切割面を羅ンクリート打

設により補強すべきである．　　　（昭和37年蕎月調査）
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